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研究成果の概要（和文）：　コラーゲンペプチドを経口摂取した場合にヒト抹消血中に出現するPro-Hypが、マウスの
炎症部位・創傷治癒部で増加することを見いだした。またマウス皮膚初代培養線維芽細胞は間葉系幹細胞マーカー(p75
NTR)、各種ペプチドトランスポーターを発現し、Pro-Hypを取り込み、コラーゲンゲル上での増殖が促進され、継代に
よりこの能力が失われることを明らかにした。本研究により創傷治癒におけるPro-Hypの重要性を示し、さらにコラー
ゲンペプチド摂取が創傷治癒を促進する機構陳一部を解明した。

研究成果の概要（英文）：The present study demonstrates that occurrence of Pro-Hyp in the inflammatory and 
wound healing regions of mice. Pro-Hyp has been demonstrated to be present human blood after ingestion of 
collagen peptide. In addition, primary cultured fibroblast from mouse skin expressed mesenchymal stem cell
 marker (p75NTR) and peptide transporters and incorporated Pro-Hyp and started to grow on collagen gel, wh
ich were extensively decreased after passage. The present study demonstrates the significant role of Pro-H
yp in wound healing process and explores mechanism for enhance meant of wound healing by ingestion of coll
agen peptide.
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２．研究の目的
 コラーゲンペプチドは内因性のコラーゲン
の分解からも生じうるため，
おいてコラーゲンペプチドが生じ，同創傷治
癒を引き起こしている可能性がある。そのた
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いる可能性を検証する事を第１の目的とし
た。さらに，どのようなメカニズムで
により線維芽細胞の増殖が促進するかを明
らかにする事を第２の目的とした。
 
３．研究の方法
 
 マウスの背中に図１に示す創を作製した。
7 日目までは痂皮の形成を防ぐため，フイル
ムを貼付けた。その後はフイルムをのぞき，
痂皮の形成を経て，真皮を再生させた。サン
プリング部位を図１に示す。
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摂取したヒトの抹消血中に
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物モデルで生理活性が報告されているため，
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される事が考えられる。これらの点を明らか
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作用をもつ
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芽細胞増殖促進によりコラーゲンの産生を
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 本研究によりコラーゲンペプチドを摂取
により血中に移行する
炎症時に生体でも生じ，こ
維芽細胞に対して作用しうる事が明らかと
なった。
 
Pro-Hyp
 Pro-Hyp
の増殖を促進する事が知られているが，その
メカニズムは不明である。一般に生理活性ペ
プチドは細胞表面の受容体に結合する事に
より情報を伝達するが，
ンペプチド摂取後，または炎症部位において
かなりの時間にわたり比較的高濃度で存在
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ロールが困難であると考えられる。そこで細
胞に直接取り込まれ，内部の酵素系に直接作
用する可能性を検討した。
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